
<研究の概要>  

• 諷刺とユーモアの要素を含む作品を対象に、英米のの文
学作品の内容や形式について研究しています。対象は、ス
ウィフトの『ガリヴァ旅行記』、オーウェルの『動物農場』か
ら、キャロルの『不思議の国のアリス』、バリーの『ピーター
・パン』に至るまで多様ですが、いずれの作品を扱う場合も
、原典を精読し、内容に見出される齟齬や違和感を読み解
いて行くという態度で考察を深めて来ました。 

• スウィフトの研究に関しては、人生の諸問題を中心テーマ
に据えた場合も多く、論文「Gulliver’s Travelsに見られる老
い」では、人類に普遍的な問題である加齢の問題を扱いま
した。オーウェル研究では、動物の操る言語に着目しまし
たし、キャロル研究では、印象批評の手法に立ち返ってみ
ました。バリーに関しては、従来指摘されることのなかった
ファンタジーにおける諷刺という観点から論じたりと、様々
な手法を駆使して文学作品を研究しています。 

• 従来から、英米文学史上の正統的な作品というよりはむし
ろ、一風変わった作品を研究の対象に取り上げて来ました
が、今後も様々なジャンルの作品を対象に、英米文学にお
ける諷刺とユーモアの研究に取り組んで行く予定です。特
に、混迷する現代社会に対するメッセージ性をも備えた、
スウィフトの『ガリヴァ旅行記』やオーウェルの『動物農場』
などの作品の価値は、高まりこそすれ減ることはないでし
ょう。当面はこれらの作品を中心に、諷刺の持つ力とその
適切な使用法を研究して行く予定です。 
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